








要約 

新生児,乳児期のプロティン C活性,抗原の推移を観察した。臍帯血では活性,抗原ともに約

40%であり,生後 1～3日で更に低下した。ビタミン K非投与群で生後 1～3日で活性/抗原比

の低下例が認められ,PIVKA 一プロティン C の出現が示唆された。以後活性,抗原ともに漸

増し,1 年で正常成人域に達した。1ケ月児の栄養別検索では活性,抗原の確離例は観察され

なかった。 


